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有
終
西
校
校
舎
新
築

総工費7，550万円

　

完成は35年3月
有
終
西
小
学
校
校

舎
の
新
築
工
事
は

昭
和
三
十
二
年
十

一
月
一
日
に
1
工

三
ヵ
年
計
画
で
総

工
費
七
千
五
百
五

十
万
円
を
投
じ
て

鉄
筋
ユ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
に
建
て

替
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
五
日
午
前

十
一
時
か
ら
同
校

旧
校
舎
跡
で
市
長
始
め
市
議
会
議

長
、
教
育
委
9
長
ら
の
ほ
か
多
数

の
来
賓
が
招
か
れ
、
厳
粛
に
地
鎮

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
近
代
建
築
の
粋
を
集
め

採
光
、
通
風
、
耐
宛
ヽ
、
耐
震
、
衛

生
施
設
な
ど
に
万
全
を
期
し
、
昭

和
三
十
四
年
度
中
に
忿
工
事
が
完

成
す
ら
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
別
計
岡
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

　

第
一
期
分
工
事
費
二
千
五
十
万

　

円
坪
数
三
百
八
十
坪
（
北
校

　

舎
、
本
館
）

　

第
二
期
分
工
事
費
二
千
七
百
万

　

円
坪
数
四
百
十
五
坪
（
本
館
）

　

第
三
期
分
工
事
費
二
千
八
百
万

円
坪
数
三
百
五
坪
（
南
校
舎

附
属
建
物
）

1
通
教
室
十
九
室
、
特
別
教
室

八
室
、
管
理
室
十
室
、
計
三
十

七
室
、
総
坪
数
、
木
泡
百
坪
を

含
む
千
百
坪

　

（
写
真
は
校
舎
完
成
図
）

「
竜
仙
橋
」
つ
い
に
完
成

　
　
　

上
九
頭
竜
雨
岸
を
結
ぶ

　

交通網乃充実と発達

は都市発展の基となり

ますので、市制いらい

市政重点施策にとりあ

げ、着々そ刀完成を急

いできまLた。すでに

市道F荒井～蕨生線、

同伏石～唯野線、県道

・今井～勝山線（中休

～佐開間）がそれぞれ

完成しました。

　

このほか、いま着工

中の市道・木落～黒谷

線の完成も近く、広域

な市の交通の便をはか

つて産業教育、文化

の発展を促進しようと

努力しています。

　

市
道
・
伏
石
～
唯
野
線
は
一
部

新
設
と
、
改
修
工
事
を
ふ
く
め
て

延
長
三
百
七
十
七
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
四
・
五
メ
ー
ト
ル
で
昭
和
三
十

年
九
月
に
着
工
し
、
総
工
費
六
十

七
万
九
千
円
、
昭
和
三
十
二
年
十

二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
線
の
柿
が
島
地
籍
と

唯
野
地
籍
を
結
ぶ
竜
仙
橋
は
、
延

長
七
十
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
三

・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
三
十
年

九
月
に
着
工
、
工
事
費
一
千
七
十

八
万
九
千
円
を
投
じ
て
四
月
末
よ

う
や
く
完
成
し
、
五
月
一
日
午
前

十
一
時
か
ら
盛
大
に
渡
初
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
六
呂
師
高
原
と
荒
島
高

　

原
、
九
頭
竜
峡
と
真
名
峡
と
を

　

一
連
に
結
ぶ
観
光
と
産
業
発
展

　

の
大
動
脈
が
で
き
上
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
橋
の
付
近
は
九
頭
竜
峡
の

自
然
美
と
富
田
発
電
所
取
水
口

越
芙
北
線
の
鉄
橋
な
ど
の
人
口

美
が
よ
く
調
相
し
て
、
詩
的
な

景
観
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
の

で
夏
は
キ
十
ン
プ
村
や
太
公
望

の
集
り
、
秋
は
落
ア
ユ
に
漁
夫

の
群
れ
な
ど
で
観
光
客
の
訪
れ

が
後
を
絶
た
な
い
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
写
真
柿
が
島
、
下
唯
野
小
中

学
生
の
代
表
の
握
手
）

神
職
と
市
長
に
続
く
渡
初
め

市
民
も
び
つ
く
り
分
列
行
進

春の

消防演習

四
月
八
日
に
恒
例
0
春

季
消
防
総
合
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
午
前
九
時
、
三
番
上
日

の
出
善
隣
館
か
ら
出
火
、
折
か
ら

の
強
風
は
、
お
が
町
か
ら
三
番
商

店
街
に
飛
火
し
て
広
叔
に
価
焼
中

と
の
想
定
の
も
と
に
、
消
防
団
員

四
百
三
十
九
名
と
消
防
署
員
二
十

三
名
が
出
動
、
実
戦
さ
な
が
ら
の

機
敏
さ
と
消
防
操
法
の
妙
技
を
発

揮
し
同
十
時
二
十
分
に
終
り
ま
し

た
。
十
時
三
十
分
か
ら
六
間
通
り

で
堂
々
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
見

入
る
市
民
の
歓
心
を
う
ば
n
T
威
容

ぶ
り
で
し
た
。

　

十
時
四
十
分
か
ら
有
終
南
小
学

校
校
庭
で
服
装
、
機
械
器
其
の
点

検
が
行
に
わ
れ
た
の
ち
斎
藤
市
消
防

長
の
あ
い
さ
つ
、
県
消
防
課
長
、

川
崎
市
議
会
議
員
、
玉
村
市
消
防

協
力
会
長
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た

っ
づ
い
て
山
1
消
防
団
長
か
ら
次

の
九
名
を
消
防
功
労
者
と
し
て
表

彰
し
、
日
下
消
防
1
長
の
講
評
が

あ
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

〔
表
彰
者
氏
名
＝
敬
称
略
〕
第
七

分
団
部
長
田
中
留
男
、
第
ぺ
分

団
部
長
岡
二
男
回
、
部
琉
矢
田

輝
男
、
山
田
豊
冶
、
班
長
木
下

忍
、
杉
本
三
郎
、
乾
川
斉
一
、

団
員
水
上
桂
減
、
辻
金
蔵

（六問通りでの分列行進）

主
な
も
く
じ

（
一
面
）
△
酉
校
改
9
工
事
△
竜

仙
橋
完
成
△
風
見
鶏
（
二
面
）
△

正
し
い
選
挙
△
2
2
日
は
投
票
日
△

厚
生
資
金
貸
付
（
三
面
）
△
気
象

予
報
ム
林
業
メ
モ
△
巾
民
の
明
る

い
動
き
（
四
面
）
△
国
保
相
談
室

△
農
事
メ
モ
△
郷
土
か
る
た
△
風

土
記
△
市
民
の
声

風
見
鶏

半
え
り
一

本
選
ぶ
に

も
、
こ
れ

は
派
手
す
ぎ
こ
れ
は
地
味
、
た
め

息
も
ら
し
て
店
を
出
る
ま
で
一
時

間
、
オ
ヤ
な
の
に
大
事
な
選
挙
に

は
、
い
と
も
あ
っ
さ
り
き
め
ち
玄

う
、
あ
ら
カ
ン
タ
ン
ね
。
ご
存
知
三

木
鶏
郎
作
の
「
選
挙
ぶ
し
」
▼
こ

れ
は
前
回
に
行
わ
れ
た
衆
院
選
当

時
の
公
明
選
挙
啓
発
宣
伝
の
記
念

品
？
で
あ
る
が
、
そ
そ
カ
ン
タ
ン

に
行
っ
て
も
ら
う
の
も
困
る
わ
け

だ
が
、
何
か
こ
の
歌
を
聞
い
て
い

て
尻
こ
そ
ば
ゆ
い
感
に
が
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
選
挙
の
重
大
性
を
意

図
し
な
が
ら
何
か
選
挙
を
茶
化

し
て
い
る
よ
う
に
受
取
ら
れ
ぬ
か

と
い
う
危
ぐ
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
に
当
時
の
日
本
の
な
や
み

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

▼
し
か
し
今
は
違
う
。
当
時
か
ら

す
で
に
歴
史
の
歯
車
は
三
年
有
余

の
時
を
刻
ん
だ
。
国
民
の
眼
も
肥

え
た
。
二
大
政
党
の
初
の
国
民
審

判
と
も
言
う
べ
き
こ
と
は
明
ら
か

に
さ
れ
た
、
▼
今
度
の
投
票
日

は
来
る
五
月
二
十
二
日
と
決
っ
た

時
あ
た
か
も
当
市
の
、
農
相
地
帯

は
田
植
え
の
最
中
で
あ
る
。
案
じ

ら
れ
る
の
は
国
民
の
最
大
権
利
と

も
言
う
べ
き
選
挙
権
の
行
使
の
棄

権
で
あ
る
。
▼
前
回
の
八
六
・
九

六
％
に
対
し
て
何
％
の
投
票
率
が

出
る
か
。
昭
和
三
十
二
年
十
二
月

二
十
日
現
在
の
選
挙
人
名
溥
登
録

者
数
二
五
、
八
五
四
人
（
そ
れ
に

加
ら
る
補
充
選
挙
人
名
簿
致
）
の

明
る
い
公
明
選
挙
を
期
待
し
て
や

ま
な
い
。



き
れ
い
な
選
挙
で
よ
い
政
治

生
か
そ
う
こ
の
一
票

　

衆
議
院
は
全
国
民
の
深
い
関
心
の

う
ち
に
遂
に
四
月
二
十
五
日
に
解
散

に
な
り
ま
し
た
。
五
月
一
日
公
示
、

同
時
に
立
候
補
届
出
が
始
ま
り
、
こ

れ
か
ら
活
発
な
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
す
で
に
、
十
分
な
心

構
え
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
1
よ
う

が
、
み
ん
な
が
む
が
け
て
一
人
の
選

挙
違
反
者
も
て
な
い
こ
と
は
勿
論
、

進
ん
で
正
し
く
清
く
明
る
い
公
明
選

挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
判
断

　

よ
い
党
、
よ
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ

と
が
明
る
い
政
治
が
行
わ
れ
る
根
本

で
あ
り
、
選
挙
こ
ぞ
国
民
が
直
接
政

治
に
参
与
す
る
権
利
を
行
使
す
る
唯

一
の
機
会
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　

宣
伝
や
情
実
に
流
れ
る
こ
と
な
く

よ
く
候
補
者
の
政
見
、
政
策
を
知
っ

て
「
立
派
な
代
表
者
」
を
国
会
に
送

り
だ
す
よ
う
清
き
一
票
を
行
使
し
ま

し
よ
う
。

　

ち
よ
う
ど
投
票
時
期
は
農
繁
期
の

盛
り
と
な
り
室
す
が
、
時
間
の
余
裕

を
作
っ
て
全
有
権
者
が
で
か
け
ま
し

投
票
所
に
行
け
な
い

人
は
不
在
投
票
を

　

投
票
当
日
、
次
の
理
由
で
自
分
が

投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
不
在
者
投
票
の
制
度
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲
選
挙
人
が
投
票
当
日
、
そ
の
局

　

す
る
投
票
区
以
外
の
地
で
職
務
に

　

従
事
す
る
も
の
、
た
と
え
ば
船
舶

　

乗
組
員
、
鉄
道
乗
務
員
、
郵
便
取

　

扱
ほ
な
ど
。

▲
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

　

故
の
た
め
、
そ
の
腸
す
る
投
票
区

　

以
外
の
地
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中

　

の
も
の
、
た
と
え
ば
冠
婚
葬
祭
と

　

か
交
通
事
故
の
よ
う
な
場
合
。

▲
病
気
、
負
傷
、
錐
娠
、
不
其
の

　

た
め
歩
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

　

あ
る
も
の
、
ま
た
は
監
獄
や
少
年

　

院
な
ど
に
収
容
さ
れ
て
い
る
も
の

▲
交
通
が
非
常
に
困
難
な
島
、
そ

　

の
他
の
地
域
（
そ
の
地
域
に
つ
い

　

て
は
総
理
府
令
で
指
定
さ
れ
て
い

　

る
）
に
居
住
中
も
し
く
は
滞
在
中

　

ま
た
は
そ
の
地
域
で
仕
事
に
従
事

　

中
の
も
の
。

こ
れ
ら
の
事
由
に
あ
て
は
ま
る
者
は

選
挙
の
期
日
の
公
示
、
ま
た
は
告
示

さ
れ
た
日
か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
不
在
者
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
投
票

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
は
9
日
迄

　

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
五
日
現
在

で
基
本
選
挙
人
名
簿
が
即
ら
れ
、
同

年
十
二
月
ニ
ト
日
で
こ
の
名
簿
が
確

定
し
ま
し
た
。
こ
ん
ど
行
わ
れ
ま
す

衆
議
員
の
選
挙
に
は
、
こ
の
名
簿
に

記
人
さ
れ
て
い
る
方
と
、
こ
ん
ど
作

ら
れ
る
補
充
選
挙
人
名
簿
に
記
入
さ

れ
る
方
で
な
い
と
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

補
充
選
挙
人
名
簿
は
、
五
月
二
日

現
在
で
、
三
ヵ
月
以
上
大
野
市
に
居

住
し
て
い
て
基
本
選
挙
人
名
簿
に
載

つ
て
い
な
い
方
と
、
昭
和
十
二
年
十

二
月
二
十
二
日
か
ら
同
十
三
年
五
月

三
日
ま
で
に
生
れ
、
大
野
市
に
三
ヵ

月
以
上
居
住
。
－
J
て
い
る
方
で
本
人
の

申
請
に
よ
り
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登

録
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
充
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
用
紙

は
市
役
所
。
各
出
張
所
及
び
各
区
長

宅
に
も
あ
り
玄
す
。
届
出
期
間
は
、

五
月
三
日
か
ら
同
月
九
日
ま
で
、
市

役
所
総
務
課
内
、
大
野
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
で
受
付
し
ま
す
。

厖

・f

　

・f●g

末
ひ
ろ
が
り
の
大
野
市

五
年
間
に
1
7
億
8
千
万

こ
と
し
大
野
市
は

市
制
五
年
の
祝
賀

式
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
五
年
間

に
市
民
経
済
の
発

展
と
市
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
使

わ
れ
て
き
ま
L
た
お
金
は
十
七
億
八

千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　

合
併
当
初
の
昭
和
二
十
九
年
度
の

決
算
額
で
は
、
二
億
二
千
七
百
万
円

昭
和
三
十
年
度
二
億
七
千
二
百
万
円

昭
和
三
十
一
年
度
三
億
六
千
四
百
万

円
、
昭
和
三
十
二
年
度
の
決
算
見
込

額
は
四
億
八
千
七
百
万
円
、
昭
和
三

十
三
年
度
の
予
算
額
は
四
億
二
千
二

百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
二
年
度
よ
り
昭
和
三
十

三
年
度
の
方
が
六
千
五
百
万
円
少
な

い
の
は
、
特
別
会
計
発
電
所
建
設
事

業
費
が
減
額
と
な
っ
た

た
め
で
す
。
と
も
あ
れ

末
広
が
り
の
よ
・
り
に
、

年
々
市
の
財
政
額
の
拡

大
す
る
の
は
市
産
業
、

経
済
、
文
化
の
命
展
の

象
徴
で
あ
る
と
い
っ
て

も
渦
言
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
グ
ー
フ
フ
に
よ

っ
て
そ
の
発
展
ぶ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

末ひろが6の市財政

大
野
市
の
人
口

▽
住
民
登
録
人
口
（
三
月
三
十
一
日

現
在
）

総
致
四
六
、
五
四
一
人

　

男
二
二
、
七
七
四
人

　

女
二
三
、
七
六
七
人

世
帯
数
八
、
九
三
七

2
2
日
は
投
票
日

衆
議
員
は
白
い
用
紙
、
最
高
裁
審
査
は
桃
色
用
紙

　

二
十
二
日
行
わ
れ
る
衆
議
院
議
員

選
挙
と
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
投
票
所
は
相
当
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
順
序
よ
く
投
票
が
運
ぱ

れ
ま
す
よ
う
投
票
の
順
序
を
お
知
せ

し
ま
し
よ
う
。

　

二
十
二
日
、
投
票
所
は
午
前
七
時

に
開
か
れ
午
後
六
時
に
閉
じ
ま
す
。

た
だ
し
若
生
子
（
十
一
投
票
所
）
宝

慶
寺
（
十
二
投
票
所
）
南
六
呂
師
（

二
十
二
投
票
所
）
小
池
（
十
九
投
票

所
）
嵐
（
二
十
七
投
票
所
）
で
は
午

後
四
時
に
投
票
所
を
閉
じ
ま
す
。

　

ま
ず
投
票
の
順
序
は
、
受
付
係
の

所
へ
入
場
券
や
差
出
し
て
到
着
番
号

札
乍
も
ら
い
ま
す
。

　

次
に
衆
議
員
投
票
用
ま
紙
交
付
所
で

到
着
番
号
札
と
交
換
に
衆
議
員
投
票

哨
紙
（
白
色
）
を
も
ら
い
ま
寸
。

そ
れ
か
ら
衆
議
員
投
票
記
載
所
で
候

補
者
名
を
記
入
し
ま
す
。
そ
れ
々
投

票
箱
に
入
れ
ま
す
。

　

一
た
ん
投
函
し
て
か
ら
別
の
所
で

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
用
紙

交
付
所
で
同
審
査
申
紙
（
桃
色
）
の

交
付
を
受
け
、
裁
判
ま
官
の
審
査
を
し

て
、
再
び
投
票
箱
に
投
函
し
て
出
口

か
ら
出
る
よ
ら
に
し
て
く
だ
さ
い
。

更
生
資
金
貸
付
金
の

大
幅
増
額

50万円

生
活
困
窮
者
更
生
資
金
の
貸

付
金
は
二
十
万
円
の
わ
く
内

で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
五
十
万
円
に
増
額
さ
れ
ま

し
た
か
ら
、
こ
の
制
度
を
高

度
に
利
用
し
て
ぃ
た
ぐ
ざ
た
い
と
思

い
ま
す
。
貸
付
の
範
囲
は
次
の
と
お

り
で
す
。

△
事
業
を
開
始
す
る
場
合
の
貸
付
、

　

ま
た
は
事
業
継
続
に
必
要
な
場
合

△
就
職
の
と
き
に
必
要
な
場
合
。
そ

　

の
他
福
祉
事
秘
所
長
が
必
要
と
認

　

め
た
場
合
。

△
資
金
の
貸
付
の
条
件
は

延
滞
利
子

償
還
方
法

償
還
問
間

貸
付
限
度

元
金
百
円
に
付
日
歩

四
曳

月
賦
償
這

六
ヵ
月
、

．
0
、
○
○
○
川
以
内

△
貸
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
保

　

証
人
一
人
を
立
て
な
げ
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

　

保
証
人
は
大
野
市
内
に
居
住
す
る

　

成
年
者
で
独
立
の
生
計
を
営
み
、

　

連
帯
責
任
を
負
え
る
身
許
確
実
な

　

者
。

△
貸
付
期
間
中
に
返
還
の
場
合
は
無

　

利
子
。
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変
り
易
く
気
温
は
や
ヽ
低
め

艇
狸
亦
観
象
東
舞

〔
概
況
〕
乞
ヘ
リ
ャ
高
気
圧
が
発
達

す
る
の
で
寒
気
の
南
下
が
遅
れ
、
北

中
部
の
内
陸
で
は
晩
霜
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
中
旬
前
半
頃
と
月
末
頃
に

は
本
州
南
岸
沖
に
前
線
停
滞
す
る
た

め
、
関
眼
以
酉
で
は
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
低
温
の
日
も
あ
り
ま
す
。

　

〔
天
気
〕
▽
上
旬
高
気
圧
が
発

達
し
低
気
圧
は
北
日
本
を
通
過
し
、

中
部
、
西
部
日
本
で
は
晴
天
が
多
い

が
、
北
陸
以
北
で
は
天
気
は
変
り
や

す
い
。
な
お
全
般
に
寒
気
が
南
下
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

▽
中
旬
本
州
南
海
上
に
前
線
が
停

滞
し
、
関
東
以
西
で
は
曇
り
や
雨
の

日
が
多
い
が
、
後
半
は
回
復
し
ま
す

北
日
本
は
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
晴
れ

の
日
が
多
く
天
気
は
崩
れ
て
も
回
復

は
早
い
で
し
ょ
う
。

▽
下
旬
満
洲
の
低
気
圧
は
北
日
本

を
通
り
や
す
く
、
一
時
南
風
が
強
ま

る
が
各
地
と
も
晴
天
は
長
続
き
せ
ず

天
気
は
早
く
変
り
や
す
い
の
で
時
に

旬
末
に
は
北
方
か
ら
高
気
圧
が
活
動

し
梅
雨
の
走
り
を
伴
い
ま
し
ょ
う
。

〔
平
均
気
温
〕
▽
上
旬
低
気
圧
が

起
り
や
す
く
北
部
中
部
日
本
の
内
陸

で
は
一
時
晩
霜
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

▽
中
旬
前
半
は
や
や
低
く
、
後
半

は
高
い
。
▽
下
旬
概
し
て
高
い

が
、
後
半
ま
た
は
旬
末
は
全
般
に
低

め
で
す
。

〔
降
水
量
〕
▼
上
旬
北
日
本
で

は
や
や
多
く
、
中
部
（
西
部
日
本
）

で
は
概
し
て
少
い
見
八
で
す
。

▽
中
旬
並
ま
た
は
や
や
少
い
。

▽
下
旬
平
均
並
で
す
。

倣霞］誤膀

小
鳥
を
愛
し
ま
し
よ
う

　

こ
と
し
も
「
小
鳥
を
か
わ
い
が
り

ま
し
よ
う
」
の
バ
ー
ド
ウ
イ
ー
ク
が

近
づ
き
ま
し
た
。

　

愛
鳥
週
間
は
昭
和
二
十
四
年
四
月

十
日
が
起
り
で
す
。
そ
の
後
四
月
十

日
を
愛
鳥
日
（
バ
ー
ド
デ
ー
）
と
定

め
全
国
的
に
愛
鳥
運
動
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
I
、
二
年
た
っ
て
、
四

月
は
ま
だ
繁
殖
の
初
期
で
も
あ
り
、

ま
た
学
童
に
対
ト
愛
護
の
風
習
を
か

ん
養
す
る
の
に
、
新
学
年
早
々
で
は

十
分
徹
底
出
来
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
の

で
、
一
ヵ
月
遅
ら
せ
五
月
十
日
を
愛

鳥
日
と
改
め
ま
し
た
。

　

十
日
か
ら
一
週
間
を
バ
ー
ド
ウ
イ

ー
ク
と
し
て
、
野
鳥
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で

す
。

　

小
鳥
は
森
林
や
農
作
物
の
害
虫
を

　

食
べ
て
生
き
て
い
ま
す
。
小
鳥
は

森
林
を
守
り
、
農
作
物
を
増
産
さ
せ

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
栗
し
く

し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
や
も
す
る
と
こ
の
た

い
せ
つ
な
小
鳥
の
恩
恵
を
忘
れ
て
L

ま
い
ま
す
。

み
ん
な
で
平
生
か
ら
小
鳥
を
か
わ

い
か
っ
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

　

（
写
真
は
巣
箱
を
抱
え
た
乾
側
小

学
校
の
生
徒
た
ち
）

４
X
巾 メ

―

△
油
の
つ
い
た
ス
リ
ガ
ラ
ス

油
の
つ
い
た
ス
リ
ガ
ラ
ス
は
、
乾

い
た
フ
キ
ン
に
ク
レ
ン
ザ
ー
を
つ

け
て
よ
く
こ
す
る
と
落
ち
ま
す
。

　

ひ
ど
い
汚
れ
の
と

き
は
、
し
ぼ
っ
た
フ

キ
ン
に
重
曹
を
つ
け

て
こ
す
り
水
で
ょ
く

洗
っ
て
か
ら
、
乾
ト
だ
フ
キ
ン
に

ク
レ
ン
ザ
ー
を
つ
け
て
こ
す
る
と

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

△
フ
キ
の
皮
を
む
く
の
は

小
バ
チ
に
酢
を
少
々
用
意
し
て
、

手
を
し
た
し
な
が
ら
む
く
と
手
が

黒
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

熱
1
で
さ
っ
と
ゆ
で
な
が
ら
む

く
と
も
っ
と
簡
単
に

む
け
ま
す
。

乙
ご
は
ん
K
こ
り

こ
げ
つ
い
た
カ
マ
を

弱
火
の
上
へ
の
せ
、
お
こ
げ
の
ま

わ
り
に
油
・
ヤ
少
し
ひ
く
と
、
自
然

に
お
こ
げ
が
と
か
、
か
ら
り
と
し

た
ご
は
ん
が
で
き
ま
す
。

市
一
一
一
S
作
政
一
邱
、
、

ジ
ョ
ウ
費
の
節
約
で

楽
し
い
文
化
生
活
へ

　

新
生
活
運
動
で
成
果
を
挙
げ
て
い

る
酉
9
原
部
落
で
は
、
大
正
十
年
こ

ろ
か
ら
こ
の
運
動
が
叫
ば
れ
、
冠
婚

葬
祭
の
簡
素
化
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
問
題
は
他
部
落
や
他
村

と
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
実
現
に
は

い
ろ
い
ろ
困
一
難
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
に
0
る
ま
ず
部
落
民
は

い
ろ
い
ろ
相
談
し
合
い
、
婚
礼
披
露

宴
は
珍
客
の
み
に
と
ど
め
、
村
披
露

や
隣
披
露
の
全
廃
、
近
迎
え
の
結
髪

は
や
め
て
1
段
の
ま
ま
と
し
ま
し
た

　

葬
賊
の
盛
物
、
着
物
は
簡
素
に
す

る
。
病
気
見
舞
に
対
し
て
全
快
祝
は

廃
止
す
る
な
ど
、
に
よ
5
費
を
節
約

し
て
、
日
常
生
活
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
よ
う
申
し
合
せ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
九
年
ご
ろ
か
ら
国
も
同

じ
運
動
を
積
極
的
に
働
き
か
け
た
の

で
、
こ
の
部
落
民
に
は
一
層
の
刺
激

と
な
っ
て
い
よ
い
よ
地
に
っ
い
た
歩

み
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

部
落
の
婦
人
会
が
お
し
み
か
く
協
力

し
た
成
果
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す

　

山
が
険
し
く
農
業
経
営
に
は
恵
ま

れ
た
環
境
と
は
い
い
難
い
が
、
吠
生

活
の
実
施
で
し
ょ
う
費
を
節
約
し
、

貯
え
ら
れ
た
お
金
で
日
ご
ろ
豊
か
な

文
化
生
盾
を
営
む
こ
と
を
思
い
た
ち

二
～
三
大
の
意
見
は
や
が
て
部
落
民

全
体
に
用
い
ら
・
れ
、
昭
和
三
十
年
に

簡
易
水
道
の
設
置
を
市
役
所
に
要
望

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
十
月
に
ぱ
、
総
工

費
二
百
万
円
で
同
工
事
は
着
工
の
運

び
と
な
り
、
同
年
十
二
月
初
め
に
は

め
で
た
く
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
費
の
う
ち
、
百
二
十
四

万
円
は
部
落
民
の
負
担
金
で
、
二
4

一
戸
の
部
落
民
で
負
担
す
る
に
は
容

易
な
金
額
で
は
な
か
っ
た
よ
う
I
す

し
か
L
司
部
盾
の
婦
人
た
ち
は
、
隈

極
的
に
新
生
活
運
動
の
推
進
に
当
っ

て
き
た
意
志
の
強
さ
が
あ
る
だ
け
に

こ
の
大
事
業
に
も
側
面
的
に
働
い
て

9
事
に
こ
れ
が
な
し
遂
げ
ら
れ
た
の

で
す
。

　

簡
易
水
道
の
完
成
が
口
火
と
な
っ

て
、
部
落
内
で
は
台
所
の
改
善
と
浴

場
の
改
良
な
ど
が
次
々
と
進
捗
し
て

ト
ま
す
。

　

H
氏
の
宅
碗
訪
れ
ま
す
と
、
美
しい

台
所

に
は
改

良
カ
マ

ド
が
据

付
け
ら

れ
、
ま

た
浴
室

に
は
i

タ
。
イ
ル

張
り
で
、
す
き
と
お
る
よ
う
な
水
が

注
が
れ
て
い
ま
す
。

　

H
夫
人
は
。
簡
易
水
道
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
お
蔭
で
部
落
の
ほ
と
ん

ど
が
台
所
や
浴
場
が
改
装
さ
れ
て
楽

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す

と
、
隠
し
き
れ
な
い
喜
び
を
満
面
に

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
生
活
運
動
の
推
進
に

つ
い
て
も
、
第
一
に
婦
人
の
力
を
合

わ
せ
て
当
ら
な
け
れ
ば
実
現
は
不
可

能
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
一

層
こ
の
運
動
の
成
果
を
あ
げ
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
、
明
る
い
面
だ
ち
で

語
り
て
く
れ
ま
し
た
。

（
明
か
る
い
タ
イ
ル
浴
場
）

貯
畜
で
郷
土
の
地
固
め

簡
易
保
険
一
戸
一
口
増
加
運
動

　

大
野
市
は
五
年
間
に
目
ざ
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
市
民
の
だ
ゆ
み
な
き
努
力
の
賜
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
陰
に
も
市
内

金
融
機
関
の
協
力
も
あ
っ
て
、
市
建

設
事
業
計
画
は
積
極
的
に
推
進
で
き

て
き
ま
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
功

績
で
あ
り
ま
す
。

　

と
く
に
郵
政
省
か
ら
は
、
低
利
で

市
債
の
借
入
れ
が
行
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
い
玄
郵
便
局
で
は
、
簡
易
保

険
の
一
戸
一
口
増
加
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
財
政
運
営
の
た
め
に
も

市
民
の
方
々
の
ご
理
解
あ
ふ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
理
師
の
受
検
資
格
認
定
講
習
会
は
六
月
十
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
大
野
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
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⑩

加
賀
市
大
幸
病
院
と
の

診
療
協
定
に
つ
い
て

R
子
加
賀
市
大
聖
寺
町
の
大
幸

病
院
で
診
療
を
う
け
た
い
と
思
い

玄
す
が
、
市
の
国
保
受
診
証
で
は

み
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

（
答
）
お
問
合
せ
の
大
幸
病
院
で
診

療
を
う
け
る
方
が
近
年
増
え
て
、
国

保
で
み
れ
る
よ
う
多
勢
の
方
の
御
要

望
も
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
病
院
と
診

療
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
五
月

一
日
か
ら
国
保
の
受
診
証
で
み
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
り
室
L
た
。

Ｒ
子
こ
の
場
合
、
一
部
負
担
金

の
納
め
方
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

　

（
答
）
一
部
負
担
金
（
医
療
費
の
半

額
分
と
入
院
の
食
事
費
）
は
県
立
病

院
な
ど
と
同
様
、
大
幸
病
院
の
窓
口

で
支
払
～
わ
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

籾g躇

〔
栄
養
を
と
る
こ
と

〕
い
よ
い
よ
農
繁

期
で
人
体
の
カ
ロ
リ

ー
も
多
く
必
要
と
な

り
ま
す
か
ら
、
十
分

栄
養
を
考
え
る
こ
と

そ
れ
に
は
保
存
食
な
ど
が
ぜ
ひ
必
要

で
、
最
良
の
条
件
で
最
高
の
能
率
が

発
揮
で
き
る
よ
う
に
1
た
い
も
の
で

す
。

　

〔
苗
代
の
管
理
〕
水
苗
代
で
は
こ

ろ
び
苗
の
発
生
が
多
く
な
る
の
で
水

の
か
け
引
に
よ
く
注
意
し
て
、
寒
い

時
以
外
は
つ
と
め
て
浅
水
に
し
て
根

の
張
り
を
よ
く
1
室
し
よ
う
。

〔
ム
ギ
、
ナ
タ
ネ
の
管
理
〕
ム
ギ

は
今
月
の
上
旬
に
出
穂
し
、
ナ
タ
ネ

は
乳
熟
期
に
は
い
り
ま
す
の
で
裏
作

の
場
合
隣
り
の
田
か
ら
浸
水
し
て
根

を
い
た
め
「
枯
れ
い
ろ
み
」
に
な
る

か
ら
排
水
に
心
掛
け
る
こ
と
。

〔
水
田
の
元
肥
〕
以
前
に
比
べ
て

田
植
が
ず
っ
と
早
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
肥
料
の
や
り

方
も
変
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
低
温
の
時
期
に
田
植
す
る
の
で

す
か
ら
即
効
性
の
根
付
肥
を
や
や
多

め
に
施
し
ま
す
。
成
育
期
間
が
の
び

た
の
で
や
か
ら
複
合
肥
料
な
ど
緩
効

性
の
肥
料
を
I
か
ま
す
程
度
使
い
ま

す
。

　

ま
た
出
葉
転
換
期
が
早
く
な
り
ま

す
の
で
、
石
灰
チ
ッ
ソ
な
ど
遅
効
性

肥
料
は
半
減
す
る
か
、
7
た
は
や
ら

ず
に
お
く
こ
と
で
す
。
最
近
、
柿
酸

石
灰
、
苦
土
、
石
灰
の
効
果
が
は
つ

き
り
わ
か
つ
て
き
ま
し
た
が
、
元
肥

と
追
肥
と
に
分
け
て
施
す
方
が
よ
い

よ
う
で
す
。

　

〔
果
菜
類
の
定
植
〕
本
月
上
旬
に

な
れ
ば
一
応
霜
の
お
そ
れ
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ト
マ
ト

な
ど
寒
さ
に
対
し
て
抵
抗
力
の
強
い

も
の
か
ら
順
次
に
植
え
始
め
ま
す
が

定
植
に
際
し
て
は
次
の
点
に
留
意
し

て
く
だ
さ
上
目
い
。

1
定
植
の
十
日
ご
ろ
前
に
ズ
ー
フ
ジ

　

ま
た
は
根
回
し
を
付
な
い
、
新
根

　

を
出
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

2
定
植
期
が
近
づ
け
ぼ
徐
々
に
障

　

子
を
取
り
は
ず
し
て
苗
を
外
気
に

　

な
れ
さ
せ
ま
す
。

ろ
定
植
の
日
は
雨
と
風
の
強
い
日

　

を
さ
け
曇
天
無
風
日
が
よ
い
で
す

4
運
搬
の
際
は
鉢
土
を
落
さ
な
い

　

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

5
苗
取
り
の
時
、
土
を
つ
よ
く
お

　

さ
え
団
子
の
よ
う
に
堅
く
す
る
こ

　

と
は
禁
物
で
す
。

6
ト
マ
ｔ
は
花
房
を
通
路
側
に
揃

　

え
る
と
、
後
の
管
理
に
便
利
で
す

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

念
願
か
な
う
か
越
美
線

国鉄越美北線は、数十年来の請願陳情が

ようやく実を結んで着工の運びとなり、

目’F工事中であります。昭和三十四年に

は、福井一勝原間が開通する予定であり

ます。全線八十余キロが開通のあかつき

には、裏日本と表日本を結ぶ動脈として

奥越の豊かな天然資源の開発に貢献する

でありましよう

11禰諏脚り溢

勝
山
。
鵜
の
島
”
の
渡
し
舟

大
野
と
勝
山
て
協
同
経
営

　

大
野
と
勝
山
は
、
古
来
、
産
業
経

済
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
㈲
で
密
接
な
関

係
に
あ
り
、
し
せ
ん
交
通
上
に
お
い

て
も
、
不
可
分
の
関
係
が
あ
り
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
交
通
上
に
最

大
の
障
害
を
な
し
た
も
の

は
九
政
龍
川
の
激
流
で
す

こ
の
障
害
を
解
消
す
る
た

め
に
は
渡
舟
よ
り
ほ
か
に

方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
こ
で
下
荒
井
、
鵜
の
島
、
赤
岩

小
舟
渡
等
に
渡
舟
場
が
で
き
た
わ
け

で
す
。
中
で
も
鵜
の
島
護
舟
場
（
現

在
の
勝
山
橋
上
流
約
二
百
米
）
が
最

も
古
く
最
も
重
要
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
渡
舟
場
は
、
大

野
町
、
勝
山
町
、
大
野
郷
、
勝
山
郷

富
田
郷
、
川
心
に
（
遅
羽
・
鹿
谷
）
が

協
同
1
て
経
吋
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
造
船
の
規
m
を
見
ま
す
と
、

1
通
は
十
年
毎
に
一
度
公
入
札
で
新

船
を
造
っ
た
も
の
で
、
造
船
契
約
に

際
し
請
負
金
の
三
分
の
二
は
新
船
入

水
の
時
、
三
分
の
一
は
入
水
後
六
年

目
に
支
払
い
、
損
傷
の
出
来
た
場
合

は
十
年
間
無
料
で
修
繕
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
、
こ
の
点
今
日
の

入
札
と
は
責
任
の
持
ち
方
が
行
届
い

て
い
ま
し
た
。

　

元
祗
六
年
の
新
船
造
船
の
模
様
を

記
し
て
見
ま
1
よ
う
。
先
ず
船
元
の

比
島
村
庄
屋
よ
り

御
両
尊
様
益
々
御
清
栄
に
御
勤
役

の
御
儀
珍
嘉
不
斜
奉
存
候
然
ぱ
鵜

の
島
大
船
折
辺
の
相
談
並
に
入
札

開
き
当
三
月
廿
七
日
0
山
町
尊
光

寺
に
お
い
て
参
会
仕
候
間
御
苦
労

な
が
ら
先
規
の
通
り
御
参
会
被
下

度
頓
L
へ
侯
謹
言

　

三
月
廿
三
日

　
　

比
島
村
庄
屋
七
郎
右
衛
門

大
野
町
方
御
庄
屋
様

大
野
郷
方
御
庄
屋
様

次
に
新
船
の
設
計
書
を
見
ま
す
と
「

船
長
七
尋
但
外
の
り
、
幅
五
尺
七
寸

一
爪
木
厚
さ
仕
上
げ
三
寸
五
分
つ
き
入

札
な
し
、
は
り
じ
ぶ
但
四
寸
角
」
こ

の
外
八
項
目
あ
り
£
す
が
、
煩
雑
で

す
か
ら
省
略
し
ま
す
。

　

入
札
人
は
十
人
あ
り
、
最
高
金
武

拾
壱
両
銀
三
拾
匁
（
坂
東
油
村
林
右

衛
門
）
最
低
金
拾
五
両
壱
分
（
大
野

町
川
上
屋
久
八
）
、
そ
れ
で
大
野
町

川
上
屋
又
八
氏
に
落
札
L
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
川
上
屋
が
契
約
証
文
を
出

し
て
い
玄
す
が
省
略
し
、
請
負
金
支

払
の
規
定
だ
け
を
見
ま
す
と
「
入
水

の
節
七
百
八
十
四
匁
五
分
、
入
水
六

年
後
百
九
十
六
匁
三
分
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
船
代
の
割
方
は
、
七
百
六
十
八

匁
九
分
二
厘
勝
山
町
同
郷
万
、
三
百

八
十
四
匁
四
分
六
厘
川
向
（
鹿
谷
、

遅
羽
）
、
三
拾
八
匁
四
分
五
厘
大
野

町
万
、
九
拾
八
匁
八
分
八
厘
大
野
郷

方
、
十
八
匁
四
分
五
厘
富
田
十
力
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
制
度
は
穴
正
、
慶
長
時

代
か
ら
明
治
二
十
年
ご
ろ
室
で
っ
づ

き
ま
し
た
。

二
宮
尊
徳
先
生
の
落
台

声

有
終
酉
校
の
改
築
工

事
が
市
民
注
視
の
中

に
進
め
ら
れ
非
常
な

期
待
を
も
た
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
に
一
つ
最
も
潰
憾
に

思
え
ま
す
の
は
二
宮
金
次
郎
先
生
の

石
像
が
講
堂
脇
に
運
ぱ
れ
放
置
さ
れ

て
あ
る
事
で
、
な
ぜ
当
時
、
学
校
関

係
者
等
が
入
夫
だ
け
に
ま
か
せ
ず
発

言
依
頼
し
て
、
そ
の
す
ぐ
横
の
明
倫

館
碑
横
上
辺
ま
で
上
げ
得
な
か
っ
た

の
で
ｔ
よ
り
。

　

こ
れ
は
一
時
的
で
、
何
れ
改
築
整

備
の
暁
に
は
適
当
な
位
置
に
立
派
に

移
転
さ
る
る
事
と
は
思
い
ま
す
が
、

差
当
り
半
年
か
一
年
は
か
か
る
工
事

で
そ
の
間
金
次
郎
先
生
は
一
人
淋
し

く
マ
マ
子
扱
い
さ
れ
、
生
き
て
工
事

を
見
守
る
と
い
う
観
念
に
欠
け
た
仕

態
と
思
い
ま
す
。

　

か
の
終
戦
直
後
ヾ
ツ
カ
ー
サ
ー
元

師
で
さ
え
撒
去
を
命
じ
な
か
っ
た
、

こ
れ
が
尊
徳
先
生
の
像
で
す
。

　

経
費
の
問
題
で
は
な
く
、
特
に
昨

今
道
徳
教
育
や
勤
務
評
定
の
叫
ば
れ

る
折
柄
、
幾
十
人
か
の
教
育
者
を
擁

す
る
関
係
機
関
の
こ
の
ま
玄
放
置
す

べ
き
処
置
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
し
よ
う
。
（
T
生
）
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